
自己喜、平価票

0自己絆価は全部で100嘱目あります．

0これらの項目は■義所が地域密着型サービスとして日欄とされる実践がなされてい
るかを鼻体的に檀絶するものです．そして改義に向けた鼻体的な排鳩を■義所が見
出し、改義への取り組みを行っていくための棒針とします。

0礪目一つひとつを職員全員で点檎していく過程が量霊です。点檎は、境目の最初か
ら爛雷に行う必雷はありません。点檎しやすい礪目（例えば、下位礪日の正や皿等）
から始めて下さい。

0自己評価は、外部騨価の薫料となります。外部絆価が■義断の集蜂を十分に反映し
たものになるよう、自己騨価は事業に暮づいて鼻体的に記入しましょう。

○自己騨価錆集は、外部絆価結集とともに公開されます。鸞旗や地域の人々に事集所
の日境の実践や改義への取り組み竜示し、僧職を高める機会として活かしましょう。
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地墟密着型サービスの自己辞儀凛昌機虚

Ⅰ．糧食に暮づく遍曽

1．糧食の共有

2．地嶋との支えあい

3．糧食を真鶴するための帆鷹の覆鱗と活用

4．糧食を真鶴するための体側

与．人材の雷鹿と文雄

Ⅰ忠心と僧職に向けた帥儒づくりと東棟

1．相談から利用に至るまでの帥傭づくりとモの対応

2．新たな綱係づくりとこれ手での剛健継続への支線

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

1．－人ひとりの絶覆

之．本人がよりよく暮らし続けるための介蜂肘Ⅷの作成と鼻眞し

3．多機能性應活かした集軟な支柵

も本人がより良く暮らし続けるための地嶋薫灘との協働

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の東棟

1．その人らしい暮らしの文壇

2．その人らしい暮らしを支える生清環壇づくり

V．サービスの成集に闇する礪層
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0記入方法

【取り組みの事稟】

ケアサービスの嬢供状況や事集新の取り組み状況昔鼻体的かつ審札的に紀入しま
す。く真鶴できているか、実施できていないかに帥わらす事集を記入）

【取り縮んでいきたい覆戸】
今後、改雷したり、さらに工夫を暮ねたいと考えた疇引二〇をつけ書す．

【取り繊んでいきたい内書】
「取り鰻んでいきたい礪PJで0をつけた礪巨について、改曽白糠や取り組み内書
を記入し車す．また、概に故雷に取り組んでいも内奪・雷集があれば、それを含め
て紀入します．

【櫓に力を入れている点・アピールしたい点】（アウトカム璃白の鮒こある欄です）

日々の真鶴の中で、事業所としてカモ入れて取り繊んでいる点やアピールしたい点
を妃入します。

0月糟の騰明
電旛尊王青嵐雫鮒こ代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含み奮す。

鸞　簑；鸞練に職責しています．

遍曾曽主事轟新の糧曽・遍曽の稟静の決鷹柵腹檜つ、曽糧肴より上位の役嶋書く線曹肴
と同義）を積し奮す．纏青書が曽義雷をかねる場合は、その人音譜します。

職員＝記詐誓棚職員、柳川鼻・バ‾ト榊義椚真如つくすべての人を

チ＿ムミ曽覆曽傷鼻はもとより、鷺簑嶋、かかりつけ匿、包括支嬢セントの鴨鼻零・雷
義斯以外のメンバーも含めて利用肴を支えている騨係雷を含み奮す。

0騨儀シートの扶欄
騨価椚霊幕は、プロセス騨価の礪冒仙1から仙87）とサービスの戒纂（アウトカム）の壌昌
仙朋から軋tOO）の2橿糟のシートに分かれています。記入する静は、之穐縞とも必ず記入
するようご注暮ください．

■　事 業所 名 ひだまり荘 敷戸

（ユニット ） 1 F／2 F
　 所 在地

（県 ・市町 村 名）
大分県大分市敷戸北町2番2号 ひだまり荘

記 入署 名
（讐 理肴 ）

衛靡 優子

記入 日 平成 2 0 年　 5 月　2 0 日



地域密着型サービス評価の自己評価黒

くロ部分は外部評価との共通騨価額日です）

嘱　 目
　　 取り組みの事業

（棄旛している内繹・舞旛していない内替）
く0 印）

　 取り絶んでいきたい内書

くすでに取り組んでいることも食む）

Ⅰ．理 念 に 暮 づ く遍 営

1．理 念と共有

1

0 地域密着型サービスとしての理念
認知症のホームだからと事業所の中に閉じこもることなく、近

0

買い物に出かけたり散凱 こ行くことはできているので、今

計画中の地域の老人クラブの方々との交流を実現させた

いです。

地域の中でその人らしく暮らし鰍 ナることを支

えていくサービスとして、事義新独 白の理念を

つくりあげている

所のスー′く－へ買い桝 こ出かけたり、イベントに一緒に参加

したり、地域の老人クラブ（4つ郡 の方 々と交経を図ってい
きたいです。

2

0 理念の共有と日々の取り組み

瞥理雷と職員は、理念を共有し、理念の実践
に向けて日々取り租んでいる

定期的な会轟で、運営理念を全職員で再確認し、実線 こ向

けて取り組んでいます。

3

0 青旗や地域への理念の浸透

事義所は、利用者が地域の卓で暮らし柵 ナる

ことを大切にした理念を、家族や地蛾の人々
に理解してもらえるよう取り組んでいる

なぜこの住宅地のど真ん中に事業所があるのかを、地域の

長寿会等で時間を作っていただき、理解していただけるよう
に税明を行っています。

2 ．地域 との支 えあい

4

0 隣近所とのつきあい

管理著や職員は、隣近所の人 と気腋 こ声
をかけ合 ったり、気軽に立ち奪ってもら
えるような日常的なつきあいができるよ
うに努めている

毎帆 外掃除を行うことで、近所の方、また、小中学生等と挨

拶を交わし、徐々に交流を深めつつあります。また、民生季
長の方と換力し、買い物からの帰り動 こ、休憩所として利用
していただけるようにしています。

5

0 地域とのつきあい

事業所は孤立することなく地域の一員として、
自治会、毛入金、行事等、地域活動に蓼加
し、地元の人々と交流することに努めている

地域、班等の、お花見や旅行 に参加しています。

今年の運動会や夏祭りにも出席していきたいと患っていま
す。

0 運動会や夏集りに出席していきたいと患います。
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6

○事業所の力を活かした地域賞麒

利用薯への支援を暮盤に、事業所や職員の
状況や力に応じて、地域の高齢者尊の暮らし
に役立つことがないか話し合い、取り組んでい
る

職員間で挿し合い、民生垂員の方とも協力し、ひだまり荘で

パスハイクに行く臥 地域の柵 者の方々も‾鰍こ行けるよ ○ 賢覧詣 莞 嘉讐完霊 票認 諾 く㌶ 警 琵して
うに準傭しています。今後、自治会長と辞をつめていく予定
です。

3．理念を素姓するための制度の理解と活用

7

0 騨価の鷺義の理鱗と活用

運営著、曽壌著、職員は、自己騨価及び外
部評価を夷旛する意義を理解し、評価を活か
して鼻体的な改義に取り租んでいる

今臥 初めて評価を受けるため、まだ分からないことも多い　　 自分の能力を過借せず自己評価を行い、互いに注意しあ

のですが、絆価が出たら、改善するべき点は改曹していきた　 0 いながらより良いケアにあたれるように、取り組んでいきた
いと患っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　 いです。

8

0 遭曽推遭食膿を活かした取り組み

運営推遺会縞では、利用馨やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に清かしている

外部評価を受けるのは今回が初めてのため、運営推進会縫　 ブレーンストベ ング方式を活用して、参加者が自由な発

芸筑 豊 腎 芸発謎 諸 芸諸 法 書 誌 ○ 宮ができる様にしています。これからも、より向上できるよう

げ、叶 ビス向上に清かしていきたいと思っています。 に努めていきたいです。

9

0 市町村との遽機

雷♯所は、市町村担当著と運営推遭会議以
外にも行き来する機会をつくり、市町村ととも
にサービスの貫の向上に取り組んでいる

様々な職務で市役所を肪ねる機会があり、その中で情報交
襖を行っています。また、市役所の方もお時間を作ってくだ　　　　　　　 ′二
さり、ホームに足を運んでくだきっています。

10

0 権利擁札に蘭する制度の理解と活用 ホームの責任者・管理者は、必辛最低限学んでいますが、

讐埋者や職員は、地域補祉檀利擁練雷雛や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必霊性を闇係者と翳し合い、必婁な人

にはそれらを活用できるよう支援している

職員は学べていません。
純 のところ、成年後見制度が必要な方はいらっしゃいませ 0 吾訝 警 着だけではなく、鵬 も学ぶ鵬 を即 て

んが、今後のために、恥員も如拙を得、必事な方に支壌でき
るように努めていきたいと思います。

11

0 膚梓の防止の徹底

管理者や職員は、轟♯者虐待防止関連法に

ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や雷
集所内で膚樽が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

まだ、外部の講習軌こ参加したことはありませんが、ホーム

詣 謂 怒 詣 豊 品 許 諾 諸 忘 黒 鼠 0 諾 禦 翳 ㌣ 抽 し、より多くの如拙を得ていきたい

合い、虐待そのものが起こらないように勤めています。
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4 「理念を爽蹟するための体制

12

0 契約に鵬する脱明と納得 契約の締結・解約の際は、項日ごとに悦明を行い疑間点は

契約を縮んだり解約をする帆土、利用著や家
族等の不安、疑間点を尋ね、十分な悦明を
行い理解・納得を囲っている

ないか鴨ねていま 。また、その場では．いつかないことも
あるかと思われるため、契約書をご自宅にて読み返していた
だき、不安な点等があればご連絡いただくようにお願いし、
理解と納得を図っています。

13

○遭雷に関する利用薯景鬼の反映

利用者が意見、不満、苦情を管理蓼や職員
ならびに外部雷へ表せる機会を設け、それら
を運営に反映させている

常日頃から、コミュニケーションを図り、その中から意見や不
潤等を聞き取っています。また、運営推進会職では、利用者
の方も交えて意見の交換を行っています。それらを職員間で
姑し合い、より良い運営を目指しています。

14

0 零族尊への暢告 毎月、請求書と領収書を発行する際、皆様の1ケ月の暮らし

事貴所での利用者の暮らしぶりや健康状態、
金銭管理、職員の員数尊について、家族尊に
定期的及び個々にあわせた輪台をしている

ぶりをそれぞれのご　　 にご　 昏していま 。また、 別
で特記な事があったときは、お電階でご連絡したり、利用者
様の写真つきの手紙を作成し、ご連絡・ご報告させていただ

いています。

15

0 道警に肘する賓換尊貴鼻の反映

家族等が意見、不測、苦欄を讐理雷や職員
ならびに外部者へ表せる機会を放け、それら
を運営に反映させている

蔓 攣 誓 野 諾 0 軍罪深 諾 競 漕 漂 驚

16

0 遭鴬に関する職員意見の反映

運営者や管理著は、運営に蘭する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

カンファレンスめ後などに意見交流会を行っています。また、
個別に意見等を聞いています。

17

0 柔軟な対応に向けた鋤精爛聾

利用雷や家族の状況の変化、讐立に柔軟な
対応ができるよう、必事な時間帯に職員を確
保するための静し合いや勤務の静養に努めて
いる

運営者と管理者は、要望に対応できる様な職員を確保する
ためにシフト表作成時桐塾を図っています。

18

0 職員の鼻鋤尊による影響への配慮 終知症の利用者の方にとって馴染みの職員というのは心強

運営雷は、利用雷が馴染みの管理薯や職員

による支援を受けられるように、異動や離職を
必貫最小限に抑える努力をし、代わる場合
は、利用雷へのダメージを防ぐ配慮をしている

いもの、その為、異動・離職は最低限に抑えています。また、
いつ異動（1F⇔2F）になっても、利用者の方が戸惑わない
ように、職員は、1日1回は両ユニットの利用者金具と顔を合
わせ、青葉を交わすようにしています。



境　 目
　　 取り組みの雷臭

く稟施している内繹・集旛していない内蓉）
（0 印）

　 取り組んでいきたい内書
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5二‾人材の雷虎と支援

11

0 職員を雷てる取り組み

運営者は、管理著や職員を段紺こ応じて雷 新政の事業所ですので、当事業所では全職員が同時スター

トでしたが、個人の能力に合わせて法人内の研修を行った
り、外部の研修を受講するようにしています。

0
育成するための計画は立てていないので、計画的に実施

成するための計画をたて、法人内外の研修を

受ける機会の確保や、働きながらトレーニング
していくことを濃めている

していけるようにしたいです。

20

○同義書との交流を通じた向上
管理者は、各施即が開催している講演会に出席する中で、

0

特に、職且の講演会・勉強会への参加や、他地殻の妨間

等を実施していきたいです。運営者は、曹理肴や職鼻が地域の同業者と 交流の機会を持っています。また、施股見学を兼ねて相互
肋間も行っています。
まだ職鼻が講演会等に行く機会が設けられていないので、
今後取り札んでいきたいです。

交流する機会を持ち、ネットワークづくりや勉強 年1回行われている小規模は－むのミニバレー大会に来
会、相互訪間鴨の活動を遺じて、サービスの
賞を向上させていく取り組みをしている

年から出場したいと思っています。

21

0 職員のストレス畦液に向けた取り組み

イベントの後の打ち上げや、忘新年会を開催しています。 0

スポーツを通じて、コミュニケーションを図ったりストレスを

運営者は、管理著や職員のストレスを軽減す
発散していきたいです。
年1回行われている小規模は－むのミニ′くレー大会に来 ．

るための工夫や環境づくりに取り組んでいる 年から出場したいと思っています。

22

○向上心を掃って嶋書続けるための取り組み

運営著は、管理著や職員個 の々努力や実
績、勤務状況を杷壇し、各自が向上心を持っ

て他ナるように努めている

個々の努力や実績を把握し、それぞれのポジションを確立

し、自分に与えられた仕事が行えるようにしています。 く二

Ⅱ．安心と僧糧に向けた関係づくりと支檀

1．相晩から利用に至るまでの関係づくりとその対応

23

0 初期に轟く本人との償構関係 利用開始恥こ必ず本人と面放し、現在の状況を聞き取り把

相鉄から利用に至るまでに本人が困っている

こと、不安なこと、求めていること等を本人自
身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努力を

握するように努めています。また、不安な面も多いと思われる

ので、利用的にご家族と一緒に見学していただき、雰囲気を
感じ取っていただき納得の上入居していただくようにしてい

している ます。

24

0 初期に薫く豪族との慣爛関係

相験から利用に至るまでに家族尊が困ってい
ること、不安なこと、求めていること等をよく鳴く
機会をつくり、受けとめる努力をしている

ご本人の希望とご家族の希望を、利用開始前の面談で必ず

叩き取り把握するようにしています。事前に見学もしていただ
き、ご家族の方と一緒に支援していけるような借頼関係を築
く努力をしています。
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25

0 初期対応の見極めと東棟

相政を受けた簿に、本人と豪族が「その軌 ま
す必貫としている支撫を鼻棲め、他のサービ
ス利用も含めた対応に努めている

「その時」のご本人と面談し、グループホーム入所がその方
にとって■11■♯最良なのかどうかを、ご家族や担当ケアマネ
ジャーとともに・卜分に挿し合い、ご家族が他のサービスをご
存知なければ、ご紹介する等の対応をしています。

21

0 馴鍵みながらのサービス利用

本人が安心し、納得した上でサービスを利用
するために、サービス軌＼さなり開始するので
はなく、職員や他の利用雷、場の雰囲凱こ

不安な面も多いと思われるので、利用僻目こご嫁族と・血鰍こ
見ずしていただき、雰囲気を感じ取っていただき、納得の上
入居していただくようにしています。また、場合によっては、

徐 に々馴染めるよう豪族尊と柏放しながら工
夫している

お拭し期間を設けるようにしています。

2．新たな醐係づくりとこれまでの胴係継鏡への支援

27

○本人と共に過ごし支えあうW 係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、一触こ過ごしながら嘉怒哀楽を共にし、本

ホームの中で役割分粗（当番制）をしていただき、すべてを
奪ってしまわず、できる事をいつまでもできる機に、また、自
分は役にたっているんだ、という意織を持って日々 の生活を
送っていただくようにしています。そして、年長者として尊重

人から学んだり、支えあう間係を薫いている し、家族のように共に笑い矧こ悲しみ、支えあう関係を掛 1
ています。

28

0 本人を共に支えあう豪族との鵬償 枇金的に、ご家族の勤ま、自分達も支援される側なのだ、と

職員は、家旛庵支緩される一方の立場におか
ず、霊感哀楽を共にし、一組こ本人を支えて

いく間係を薫いている

いしやすい環　 ができていると思うので、相続・入居の
段階から鵬一緒に利用者を支えていく、という意識を持ってい
ただくようにお勝をしています。何かあればすぐにご連絡し
て、■一・緒に解決するように取り組んでいます。

29

0 本人と青旗のよりよい関係に向けた支援
ホームに入ったからといって、関係が利恥こなってしまって

これまでの本人と家族との蘭係の理解に努 は意味がありません。ホームが間に入ることで、ご家族の負

め、より丸 ＼関係が築いていけるように支捜し 抱を軽減でき利用者の方とより良い関係が約 1ていただける

ている ように努めています。

30

0 馴染みの人や場との闇係鞭織の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との蘭係が途切れないよう、支援に努め

ている

ご本人が今どこにどうしているのかを、ご家族の方等から大
切な馴染みの方にご連絡していただいています。また、バス
ハイクでは、皆さんの思い出の場所めぐりをして、できるだけ
皆さんの希軌こ添えるようにしています。

31

0 利用曽間士の帥係の支援

利用著同士の闇係を把増し、一人ひとりが孤
立せずに利用雷同士が関わり合い、支え合え
るように努めている

利用者のカの中には、どうしても対人関係が沓平で孤立しが
ちな方がいらっしゃいます。まずは、職員と情頼関係を築き、
職員を介して徐々に他の利用者のガと打ち解けていただけ
るようにしています。



礪　 目
取り組みの事集

（0 印）
取り組んでいさたい内書

く稟旛している内専・集旛してい机 l内専） （すでに取り組んでいることも曽む）

32

0 闘係を断ち切らない取り絡み

サービス利用（契約）が耗7 しても、継続的な
蘭わりを必霊とする利用著や家族には、闇係
を断ち切らないつきあいを大切にしている

サービス利用終了後も、粗当のケアマネジャーさんや、施股

の担当者の方等とその後の様子についてお締しています。

皿．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

1．－人ひとりの把檀

33

0 思いや鷺向の把糧 主にアセスメントシー．卜に、その方の今までの生油暦等を妃

一人ひとりの思いや暮らし方の希竃、意向の
杷櫨に努めている。缶難な場合は、本人本位

に檎射している

入し、その情報を職員が典軒 把握に努めるとともに、今後

の暮らしカの希望を聞き取るようにしています。囲難な場合
は、ご家族からの聞き取りや、本人本位に検討するようにし
ています。

34

0 これまでの暮らしの把柵

一人ひとりの生活丘や腑恨 みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
杷嶺に努めている

主にアセスメントシートに、その方の今までの生曙潜等を妃

入し、その情報を職員が共有・把握に努めています。

35

0 暮らしの現状の把穐

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、肴
する力尊の現状を総合的に把櫨するように努
めている

…人ひとりの生活のリズムを把掃することに努め、心身状態

については、専属看護師と典に蝕糊のV SCと息肺のチェッ
クを行い、現状を把握するように努めています。

ヰ

2 ．本人がより良く暮らし鮒 ナるための介護計画の作成と鼻血し

湘

0 チームでつくる利用讐本位の介醜鮒町

本人がよりよく暮らすための眺膚とケアのあり
方について、本人、賓族、必霊な聞係雷と話
し合い、それぞれの意見やアイディアを反映し
た介護計画を作成している

ご本人がより良い生活が送れるように、本人・家族の希望を
聞き取り、ケアしていく中で、その方にとって援助が必華と思
われる部分を職員で僻し合い、介績計師こ反映させて作成
しています。

37

0 現状に即した介雄計画の鼻止し

介護計画の期間に応じて鼻止しを行うととも
に、見直し以抑こ対応できない変化が生じた
場合は、本人、家族、必曇な蘭係著と括し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

介護針術の期間に応じて、モニタル グと再アセスメントを行

い、紬朝を見渡しています。見直し以前の対応できない変
化、例えば入院等で明らかに変化が生じた場合は、現状を
即した新たな計画を作成しています。



縞　 目
取り組みの■集

（0 印）
取り組んでい蕾たい内繹

（集施している内轡・轟施していない内書） （すでに取り縮んでいることも曽む）

38

○個別の記鯖と震践への反映

日々の楕手やケアの集践・緒果、気づきゃ工
夫を個別妃橡に記入し、情報を共有しながら
実践や介護計画の見止しに清かしている

業務日誌と介護（看護）配線を個別で記入し、職員が情栂を
典有しケアにあたれるようにし、その中で見つかる状況の変
化を介護計画の作成に清かしています。

3．多機能性を活かした柔軟な支捷

錮

0 雷集所の多機能性を活かした東棟

本人や豪族の状況、その時々の霊墓に応じ

病院への通院や送迎、付き掛 、は、ご家族が無理なご家鹿
はホームが支援しています。また、急用でご家族の支援が受

て、暮撫所の多機能性を活かした集散な支 けられなくなったときも、ホームが代行できることであれば、支

損をしている 壌しています。

4．本人がより良く暮らし紺 ナるための地域薫灘との協働

40

0 地域薫凛との嶋働 ボランティアの方が来荘して、一鰍 こおやつ作りをしてくだ

本人の意向や必要性に応じて、民生委員や
ボランティア、響禦、消防、文化・軟膏機関等
と協力しながら支援している

さったり、近所の小学校に通う学生が学校帰りや、休みの日
に来拝してくれ、利用者と斗鰍こ過ごしてくれています。ま
た、緊急時には警察や消防に協力してくださるように帯締し
ています。

41

0 他のサービスの活用支嬢

本人の意向や必婁性に応じて、地壇の他の ご本人の心身の状況を冷削こ判断し、ご家族に説明し、必

ケアマネジャーやサービス事義雷と肯し合い、単に応じて他のサービスを利用することができる様に支援し
他のサービスを利用するための支援をしてい
る

ています。

42

0 地域包括支穣センターとの協働

本人の意向や必霊性に応じて、柵利擁護や
総合的かつ農期的なケアマネジメント尊につ

いて、地域包括支援センターと協働している

現在のところ、できていません。 0
本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総合的かつ長

期的なケアマネジメント等について、地域包折支援セン
ターと協俄していきたいです。

43

0 かかりつけ匿の彙鯵支檀

本人及び家族等の希書を大切にし、納得が
得られたかかりつけ匿と事業所の聞係を築き
ながら、遭切な医療を受けられるように支援し

ている

ご本人とご家族が希望された柄院にかかるようにしていま
す。専門外の科の愛執こついては、紹介状を書いていただ
き、即門医を受診するようにしています。

メ㌧



礪　 昌
取り組みの雷稟

（0 印）
取り粗んでいきたい内響

（集施している内奪t集旛していない内書） （すでに取り縮んでいることも曽む）

44

0 認知虚の専門匿嶋の量鯵支援

専門医等級知虚に辞しい匿師と闇係を集さ
ながら、職員が相談したり、利用雷が隠知癒

捲知舷の過行具合や症状は皆違うので、変化が生じたとき
は、主胎齢 こ相供し、適切な治療が受けられるようにしてい

に関する診断や治療を受けられるよう支檀し

ている

ます。

45

0 雷雄職との協働

利用著をよく知る雷旗職員あるいは地域の雷
離職と気軽に相談しながら、日常の健廣讐環
や医療活用の支蛙をしている

専属看護師がおり、心身の状態で困ったことがあれば、気軽
に相談でき、日常の健康管矧まもちろん、必華があれば、主
治医受診をしています。

48

0 早期遺軌に向けた匿療機佃との協働

利用著が入映した時に安心して過ごせるよ
う、また、できるだけ早期に遇味でさるように、
鋼陳蘭係雷との情報交換や相敵に努めてい
も あるいは、そうした場合に傭えて遽携して

いる

入院中は、できるだけ職鼻がお見舞いに顔を出し、馴染み

の顔を思い出してもらうようにしています。早期退院にI和す、
定期的な状況の確随を行い、SW と相続しています。

47

○暮鷹化や縛末期に向けた方針の共有

暮虞イヒした場合や終末期のあり方について、
できるだけ早い段陣から本人や家族等ならぴ

入園の契約の段階から、ターミナル期について辞し合ってい
ます。意向は変わりますので、ご本人にとって山諦最良なカ

にかかりつけ医尊と繰り返し甘し合い、全員で
方針を共雷している

針をその都度許しあっています。

48

0 量鷹化や絆末期に向けたチームでの文壇

霊丘や終末期の利用著が日々をより点く暮ら
せるために、嘉集所が できること・できないこ
と」を見唖れ かかりつけ医とともにチームとし

ての支援に取り租んでいる。あるいは、今後の
変化に償えて検討や準備を行っている

現在、終末期の方はいらっしゃいませんが、今後に向けて指

針を掲げ、検肘・準備を行っています。

4g

0 住み曽え鴫の協働によるダメージの防止

本人が自宅やグループホームから別の居所

へ移り住む醇、家族及び本人に関わるケア闇
係著聞で十分な懲し合いや情報交襖吉行

移り住む際、どんな方でもダメージを受けると思われます。そ

の為、そのダメージが少しでも軽減するように、次の関係者
のカに、絆しくご本人の情報を提供するように努めていま

い、住み曽えによるダメージを防ぐことに努め

ている

す。



礪　 自 取り組みの事集
（0 印）

取り組んでいきたい内繹
（稟施している内轡・集旛していない内容） （すでに取り縮んでいることも曽む〉

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための 日々の重機

1．その人らしい暮らしの支援

（1）一人ひとりの尊暮

50

0 プライバシーの柵線の徹底

一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるよう

運営理念にもあるように、プライバシーを常に尊諷しながら対
応するように取り組んでいます。肥I削こ関しては、ご本人が

な富糞かけや対応、妃線等の個人情報の取 発した常葉はそのまま記録しますが、それが本人の締りやプ

り扱いをしていない ライパシーを挽なうことがないように注意しています。

51

0 利用書の希鼠の轟出や卓己決定の東棟

本人が思いや希蓋を表せるように働如 ＼けた 自分の思いを表すことが常幸な方とは、個別にゆっくりお階

り、わかる力に合わせた悦明を行い、自分で をする時間を臥す、希望などを聞き取り、活かせるように支援

決めたり納得しながら暮らせるように支機をし

ている

しています。

52

0 日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや敲合を優先するのではなく、

一人ひとりのベースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、鶉鐘にそって支援してい
る

国民の行事（父の日や母の日）は、その当日にイベントを行
うようにしていますが、それ以外のバスハイクや、季節に応じ
たイベント（お餅つき等）は、その日の天候と利用者の健康
状態と、希望に沿って個別性のある真横を行っています。

（2 〉その人らしい暮らしを績けるための纂本的な生活の支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ？

53

0 身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援し、理容・業容は本人の望む店に行
けるように努めている

ホームに定期的に来て■Fさる炎容肺の方もいらっしゃいます
が、行きつけの美容院噂に行きたいという希望があれば、行
くことができます。

54

0 食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの

好き嫌いはあると魅いますが、できるだけ栄養が偏らないよう

に、職員が騨▲緒に凧 こついて、一緒に食事を食べていま
好みや力を活かしながら、利用著と職員が－ す。また、当番制で配膳やお盆拭き、台拭き、テーブルの下

緒に弾傭や食事、片付けをしている の掃除を侮日】・▲一緒に行っています。

55

0 本人の嗜好の支援

本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、

タバコは、食相澤煙のため、吸うことができません。飲み物や
おやつについては、1．日2回おやつの時間がありますので、
そのときにできるだけ皆さんの好みに沿ったものをお出しす

好みのものを一人ひとりの状況に合わせて日 るようにしています。個人的に帝日コーヒーが飲みたい噂の
♯的に楽しめるよう支援している 封軌こついては、各居宅内で飲んでいただき、他の利用者

の方が不快に思わないように配慮しています。



礪　 日
　　 取り組みの事業

（集権している内審・集旛していない内奪）
く0 印）

　 取り縮んでいきたい内繹

（すでに取り組んでいることも禽む）
－

56

0 気持よい排泄の支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のバターン、習慣を活かして気
持ちよく排泄できるよう支援している

便掛 煉意の薄くなってきているガについては、職員が定期

的に声かけ劇 場を糾 、、排泄コントロールを行っています。

57

0 入浴を集しむことができる支援

曜日や時間帯を職員の郡合で決めてしまわ
ずに、岬人ひとりの精鐘やタイミングに合わせ
て、入浴を楽しめるように支援している

基本的に、入浴日は決まっていますが、突然の入浴榔削こ

も対応できる様にしています。

58

0 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、安心して気持ちよく休息したり眠れるよう

・・1・▲日中揺動するということは、高齢者の方にとって体力的に

も厳しいものがあると思います。そこで、当ホームでは、昼食
後、俳枕・口腔ケアを済ませて、それぞれの屑豊や、好きな
場所で休息時間（お昼寝）を設けています。休めない別 こつ

支援している いては、職且とイ附こその時間を過ごしています。

（3）その人らしい暮らしを鮒 ナるための社食的な生活の支援

舘

〇枚軌 楽しみごと、気晴らしの支棟
お血人お叫人の特技や技能を活かして、日 の々中で塵役に

張り合いや嘉びのある日々を過ごせるように、

一人ひとりの生活歴や力を活かした役乱 発
しみごと、気晴らしの支援をしている

なれる時間を作るようにしています。役割を持つことで、自分

の存在価僻を見出し、張りと書びのある生活を送っていただ
けるように努めています。

60

0 お金の所持や使うことの支撞

職員は、本人がお金を持つことの大切さを温
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支撞している

管理上 必要最小限の金銭の所持をお掛 、していますが、

不必軌 こお金をばら撒くことがないように支援しています。ま
た、そのお金を持って、即 、物に出かけ、支払いをするお手
伝いをしています。

引

0 日膏的な外出支援

事雛所の中だけで過ごさすに、一人ひとりのそ

の日の希鐘にそって、戸外に出かけられるよう
支援している

突然のおい・人での外出希軌こも対応しています。（例えば

散歩等）

62

○雷段行けない場所への外出東棟

一人ひとりが行ってみたい曹散は行けないとこ
ろに、個別あるいは他の利用著や家族とともに
出かけられる機会をつくり、支援している

現在は、博でバスハイクに行くことが多く、佃別で遠出の外

と11はできていません。
0

個別、若しくは少人数で甘段は行けない所でも、希望があ

れば外出できる様な企画を放てていきたいです。

J′ヽ一



「

礪　 日
取り組みの■爽

（○印）
取り組んでいきたい内鴨

く集旛している内尊・集旛してい机 l内書） （すでに取り繊んでいることも食む）

椙

O t 晴や手紙の東棟
電藤の希望は、ご家族からの制限がない限り自由にしてい

豪族や大切な人に本人自らがt 拝をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

ただいています。手紙やはがきは、ご家族からも届きますし、
その返事を利用者が審いたり、やを尊くことが難しい場合は
胎をはがきに描いて送っています。

84

0 青旗や馴染みの人の肪間支援

家族、知人、友人尊、本人の馴染みの人たち

利用者のカの生活のリズムもありますので、訪問時間は決め
させていただいていますが、肋間時間内はホールでも開墾

が、いつでも気軽に肪間で書、居心地よく過ご

せるよう工夫している

でも自由に使用していただいて、過ごしていただいていま
す。レク弓削こ■・…緒に参加していただくこともあります。

（4 ）安心と安全を支える支援

85

0 身体拘薫をしないケアの稟蹟

運営者及び全ての職員が「介攫保険法指定 「介護保険法指定基漸こおける擦止の対象となる具体的な
0

全職員が「介棲保険位相定義剃こおける禁止の対象とな

る具体的な行為」を学び、龍しく理解していきたいです。墓場における♯止の対象となる鼻体的な行 行為」を、全て正しく理解はできていません。しかし、身体拘

為」を正しく理解してお肌身体拘束をしないケ

アに取り組んでいる

束は・・“一・切行っていません。

㈹

0 韓をかけないケナの集践

運営雷及び全ての職員が、唐土や日中立間

各職員が「気付き」や所在確路を日頃から身につけるように、

日中から玄卿 こ鍵はかけていません。居寓の蔑内側の鰍 こ
こ鍵をかけることの幹事を理解しており、鍵を は鍵は付いておらず、畠外側の扉も、日中は喚起のために
かけないケアに取り頼んでいる 空けていることがほとんどです。

67

0 利用雷の安全確馳

職員は本人のプライバシーに配慮しながら、 どうしても．盤度の方に手が行きがちですが、スタッフ聞土で

昼夜通して利用著の所在や様子を把壇し、安
全に配慮している

役割を鰹え、所在確路や安全確保に取り組んでいますひ

68

0 注鷺の必賽な物品の保曽・曽壇

注意の必蔓な物品を－柑こなくすのではな
く、一人ひとりの状態に応じて、危険を防ぐ取り

基本的に、はさみやナイフ燐・針・火気類は個人でお持ちい
ただかないようにしています。しかし、鬼金に無くしてしまって

いるわけではなく、要望があれば職員と■・・緒に使用するよう
組みをしている にしています。

81

0 事故防止のための取り組み まだ新しい地殻のため、事例のない事故が多く、いざという

0
各事故の対応方法等を定期的に学んでいかなければなら
ないと思います。

転倒、奮息、隣薬、行方不明、火災等を防ぐ
ための如拙を学び、一人ひとりの状態に応じた
事故防止に取り租んでいる

時に対応するのに不安があります。いつ何が起きても対応で
きる様に、食職員が如拙を得ていかなければならないと思い
ます。 消防避難訓練は、消防法に基づいて
行っています。



礪　 日 　　 取り組みの■轟
く集旛している内専一集旛していない内審） く0 印） 　 取り組んでいきたい内鴨

（すでに取り績んでいることも食む）

70

0 魚嚢や事故先生簿の傭え

利用著の急変や事故発生時に傭え、全ての

現在のところ、突然の急変や事故発生時は、すぐにホームの
責任者や管理者に状況・状態の報骨を行い、指示を仰ぐよう

0 定期的な応急手当の訓練を行っていきたいです。職員が応急手当や初期対応の別棟を定期的 にしています。応急手当の訓練を定期的にしていきたいで

に行っている す。

71

0 災讐対策

火災や地霊、水書等の災書時に、靂夜を間 災害時避♯訓綿を定期的に行っています。また、運常推進
わす利用著が避難できる方法を身につけ、日 会議等で、近隣住民の舟に災害時や緊急事故発生時、脇
ごろより地域の人々の協力を得られるよう働き
かけている

力していただけるようにお掛 、をしています。

72

0 リスク対応に蘭する驚旛尊との持し合い

一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等

利用開始曲のヒヤル グやアセスメント取りで揚げられる、そ
れぞれのリスクについて、家族のカに説明を行っています。

に睨明し、抑圧感のない暮らしを大切にした そのリスクを負った生活の中で、そればかりを軋こして抑圧さ
対応策を話し合っている れた日々にならないように注意しています。

（5〉その人らしい暮らしを組 ナるための健廣面の支棟

73

0 体職責化の早期発見と対応

一人ひとりの休職の変化や鼻変の発見に努

申し送りをこまめに行い、異変軌こついての情報は常に金
機具が把握するように努めています。また、すぐに当ホーム

め、気付いた軌こは速やかに情報を共有し、
対応に錆び付けている

専属看護師や主治医に状況の鞭能を行い、対応していま
す。

74

0 服薬支援

稚鼻は、一人ひとりが使用している薬の巨的 個人のケースに薬事を挟んでおり、理解に努めています。薬
や副作用、用法や用量について理解してお が廃熱こなった隋は、症状の確組を行い、射 ヒがあればす
り、服薬の支損と症状の変化の確随に努めて

いる

ぐに童胎附こ報骨するようにしています。

75

0 便秘の予防と対応 年を電ねると、どうしても便秘になりがちなので、できるだけ

職員は、便秘の原田や及ぼす影響を理解し、
予防と対応のための飲食物の工夫や身体を
動かす働きかけ尊に取り組んでいる

薬に惰らないように、3度の食事を好き嫌いなく摂取していた
だいたり、水分補給をしっかりしていただいています。また、
腸の輔勤運動が行われるように、日頃から体操などに取り組
んでいます。

78

0 【コ鹿内の清潔保持

ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりのロ睦状態や力に応じた支援
をしている

毎食後日搾ケアを行っています。臼歯が残っているカは特
に日臭がひどいので、職員の見守り・掃導の下、し．1腔ケアを
行っています。



嘱　 目 取り組みの霊異
く0 印）

取り鰻んでいきたい内■
（舞施している内書・集旛していない内審） けでに取り組んでいることも青む）

77

○栄義摂取や水分確保の東棟

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や九
習慣に応じた支機をしている

毎食、食事の摂取量を紀録しており、栄養噂が確保できてい
るか確捉しています。1人1人の状況に応じて、食絶類も■工夫
し、食事内容も個別に刻み食にするなどしています。

78

0 感染虚予防

感染症に対する予防や対応の取り決めがあ

爪切りや体温計の使い回しをしない、必ず消帯をする、食事
やおやつの前や、外出先から帰拝したらは必ず消ヰ・うが

い・手洗いをする、等の取り改めがあり、；断軋ています。ま
り、実行している（インフルエンザ、節線、肝 た、職即が外部から持ち込まないように細心の注意を図るこ
炎、M R＄A 、ノロウイルス等） とと、出社したら必ず消毒するようにしています。そして、微

酸惟電解水の加湿器を股け、殺菌・除菌・消臭ができる様に

78

0 食材の曽覆

食中義の予防のために、生活の壕としての台
押理用具等は、微酸性電解水の消毒液にて、消毒していま
す。食材も過分な買いだめはせず、新鮮なものを使用してい

所、臍理用鼻尊の衛生讐理を行い、新鮮で ます。走な野菜は、無農薬の畑で採れた有機野菜を使用し
衰全な食材の使用と曽壕に努めている ています。

2 ．その人らしい暮らしを支える生活環境づくLJ

（1）居心地のよい環境づくり

80

0 安心して出入りできる玄帥まわりの工夫

利用著や家族、近隣の人等にとって親しみや
すく、安心して出入りができるように、玄間や建
物周囲の工夫をしている

建物の周りには、削 、億等は・l・・甥 ありません。また、内外の
玄㈱ホールは、あたたかく親しみやすいように、植物を削 、
たり、甘木庭師風にしています。

（ご

81

0 居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食 全館、自然の光と音が取り入れられるようにJl二大しています。
堂、浴塞、トイレ等）は、利用雷にとって不快なホールや廊下には、皆で行った′くスハイク等の思い出の写
音や光がないように配慮し、生活感や畢ホ感 真を飾り、自分連で作った作品を展示しており、随所に腐心
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

地よく過ごしていただけるような工夫をしています。

82

0 共用皇蘭における一人ひとりの層場所づくり

共用空間の中には、独りになれたり、気の合っ思い思いに過ごせるように、騨蛮だけではなく、所々に椅子
た利用曽同士で思い息いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

やテーブルを股眈しています。



礪　 昌 　　 取り縮みの■轟
く稟施している内繹・集旛していない内書） （0 印） 　 取り縮んでい蕾たい内■

（すでに取り組んでいることも青む）

88

0 履心地よく過ごせる貴賓の鷲鷹

居童あるいは泊まりの部量は、本人や家族と

ベッドやタンスなど、今まで使い慣れたものを持ち込んでい
ただくようお勤めしています。（お持ちでない場合はもちろん

相戦しながら、使い慣れたものや好みのもの 準備しています）また、写真や小道具、趣味の品などをお持
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような ちいただき、自宅で過ごしていたときとできるだけ変わらない
工夫をしている 生活が送っていただけるように工夫しています。

84

○換気・空臍の配慮

気になるにおいや空気のよどみがないよう換
気に努め、濃度爛折は、外気温と大きな豊が
ないよう配慮し、利用著の状況に応じてこまめ
に行っている

においや空気のよどみは、不快感が削 、ため、勃串的な喚
起に努めています。温度調節は、暑いからと冷やしすぎた
り、如 、からと峻めすぎたりすることがないように、十分に注
意しています。

（2）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

85

0 身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

建物内部は、′叩アフリー・手すり等を借用した構故になって

います。また、建物が2階建でのため、エレベーターを設置し
ています。

86

0 わかる力を活かした環境づくり

一人ひとりのわかる力を活かして、波乱や失
敗を防ぎ、自立して暮らせるように工夫してい
る

終知力の動 、がある為、失敗をしたときにその方が恥ずかし

い思いをしないように、職員がすぐに九バーできるように努め
ていますね

87

0 建物の外周りや空間の活用
季節季節のお花を・■・・・鰍 こ植えて、毎日の水やりを行ったり

建物の外用りやベランダを利用著が楽しんだ
り、活動できるように清かしている

　　　　　　 ヽベランダでは、ちょっとしたものが干せるようにしています。ま
た、塵には、木製の椅子とテ－プルを削 、て、気候の良い日

はそこでお茶を飲んだり歌を歌ったりしています。



V ．サービスの成集に購する嘱目

縞　 目 最も近い遭択練の左櫓に0 をつけてください．

88
職員は、利用義の思いや凧い、暮らし方の鷺

O i
】
－
l

①ほぼ全ての利用雷の

⑧利用書の2／3くらいの

向を擢んでいる ⑨利用雷の1月くらいの

⑥ほとんど擢んでいない

88
利用雷と職員机 一緒にゆったりと過ごす嶋

0 ．

l
l
l

①韓日ある

⑧数日に1．間糧鷹ある

衝がある ⑨たまにある

④ほとんどない

00
利用雷は、一人ひとりのペースで暮らしてい

る

0 ！①ほぼ全ての利用雷が
ltl
⑧利用雷の2伯くらいが
1L⑨利用雷の1伯くらいが

④ほとんどいない

91
利用雷は、職員が東棟することで生き生きし

0 ①ほl

⑧判

ま全ての利用義が

用書の之／8くらいが

た義憤や姿がみられている ③利用雷の1／さくらいが

⑥ほとんどいない

92
利用肴は、戸外の行きたいところへ出かけて

　 ①ほぼ全ての利用雷が

0 喜⑧利用書の2伯くらいが

いる ③利用雷の1伯くらいが

④ほとんどいない

83
利用肴は、傭鷹曽壕や匿療衝、安全衝で不

0 ①ほぼ全ての利用義が

⑧利用雷の2／8くらいが

安なく過ごせている ③利用雷の1伯くらいが

④ほとんどいない

糾
利用雷は、その時々の状況や雷鐘に応じた

0 ①ほl

⑧利

ま全ての利用雷が

用雷の2／3くらいが

柔軟な支援により、安心して暮らせている ③利用雷の1／8くらいが

④ほとんどいない

95

職員は、鷺娘が弔っていること、不安なこと、

求めていることをよく恥 lており、傭職剛価が
できている

0 ①ほぼ全ての雷旗と

②豪族の2／3くらいと

③鸞族の1／3くらいと

④ほとんどできていない



礪　 日 轟も近い遭択腹の左欄に○をつけてください。

弼
通いの嶋やグループホームに馴染みの人や 0

ほぼ毎日のように

数日に1卿穐廣
地域の人 が々肪ねて来ている たまに

ほとんどない

07

遍曽推遭嚢膿を通して、地域住氏や地元の

朋係薯とのつながりが姑がったり深別 、■
義所の糧解雷や応嬢雷が増えている

l
①大いに増えている

0 ②少しずつ増えている

＝⑨あ車り増えていない壬④全くいない

摘 職員は、清書清書と働けていも

○ ①ほぼ全ての職員が

⑧職員の2／8くらいが

⑨職員の1／8くらいが

④ほとんどいない

錮
職員から見て、利用肴はサービスにおおむ
ね満足していると息う

0 言霊芸≡……器 完：

i④ほとんどいない

100
職員から見て、利用雷の豪族嶋はサービス

0 ①ほぼ全ての蒙旛岬が

②豪族嶋の2伯くらいが

におおむね満足していると思う ⑨豪族嶋の1／8くらいが

④ほとんどで蕾ていない

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
（この櫛は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り綿んでいる点やアピールしたい点を記入してください○）

レクリエーションの－▲‥環として、作品作りに力を入れています。季節ごとの作品を利用者の方と一一緒に作り上げています。また、大数パスを所有しているので、′ミスハイ
クはかなり充来しており、月2回はどこかへ出かけるようにしています。また、近隣住民の方々の理解も深く、家で採れた野菜やフルーツを持ってきてくださったり、ボヲ
ンティアで来粧してくださり、一一・・緒におやつ作りをしたりしています。
また、グループホームは小規模のホームなので、大規模な施股と速い、仙風と利用者が本当の家族のような関係が築けています。これからも、家族のようなぬくもりを感じ
ていただきながら、穏やかに暮らしていっていただきたいです。


